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1． 問題 の 概要

【問題 の 経緯】

　 （1） 日本基督教団に所属す る個教会の
一

つ で あ る 日本 基督教 団紅葉坂 教会

（以 下 紅葉坂教会）が
， 紅葉坂教 会規 則 の 変 更 承認 申請 を した 。 変更内容 は

，

同教会規則第 8 条 を 「削る」（＝ 改正 した い 部分 を跡形 な く消 し去 っ て しま う）

とい う規則の 改正で あ っ た 。 日本基督教 団信仰職 制委員会は ，
こ の 規則改正 は

教規第85条の 範囲を超 える と判断 し
， 紅葉坂教 会の 規則 変更 を認 め なか っ た 。

＊教会規則第 8 条

  聖餐 に はバ プテ ス マ を受 けた信徒 が あ ずか る もの とす る 。

  幼児バ プテ ス マ を う けた者 は ， 信仰告白式 をお える ま で は聖餐に

　　あずか る こ とが で きな い
。

＊教規　第85条

　　教会 は
， 本教団の信仰告白 ， 教憲 ， 教規 お よ び教団諸規則 に の っ

　と り教会 規則 を制定 し， 教区総会議長の 承認 を受 ける もの とす る 。

　 （2）紅葉坂教 会は
， 同教 会規則第 8 条 に違反 して 「バ プテ ス マ を受けた信

徒」以外 の 者 を聖餐 に あずか らせ る 似 下 「未受洗者陪餐」 とする）事 を
， 教

会 として 決議 （役員会決議 ・総 会決議） した 。
こ の 場合の 教会総会の 決定は有

効 で あるか とい う問題が生 じた 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 35

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 きた む ら じ ろ う

　 （3）同教会の 主任担任教 師北村慈郎 牧 師は
， 紅葉坂教 会の 会議 （役員会 ・

教会総会）の 決定 に従 うとい う主張の もとに 「未受洗者陪餐」 を実行 した 。

　 （4）第35総会期第 3 回 日本基督 教団常議員会 （2007年10月22 日〜23 日開催）

は
，

「未受洗 者陪餐」の 実施 を理 由に
， 北村慈郎教団正教師に 対する 「教師退

任勧告」 を可決 した 。

【問題 の 所 在】

　上記 （1）に ある よ うに
， 紅葉坂教 会が 紅葉坂教会規則第8条に違反 した 「違

法聖 餐」 を実行 して い る こ とが根 本問題 で ある 。 所定の 手続 きを経て 制定 され

た 「日本基督教 団紅葉坂教会規則」 に は
，

日本基督教団 に所属する教 会が 定 め

るべ き基本条項が 記載 され て い る 。 準 則第 8 条 （＝ 紅葉坂教会規 則第8条）は
，

各教 会の 裁量 に よ っ て 削 除す る こ との で きない 基本 条項で あ る 。 した が っ て
，

「日本基 督教 団紅葉坂教 会規則 第 8 条」 を 「削 る 」 とい う規 則変更総会 決議そ

の もの が違法で ある 。

　真正 な る紅葉坂教会の 意志 は 「削除 され て い ない 教会 規則第 8 条」 に保持 さ

れ て い る
。 す なわ ち正 当に して 合法な る 日本基督教団紅葉坂教会が ， 北村慈郎

牧師と教会規則第 8 条の 削除 を内容 とす る教会総 会に よ っ て 破壊 され よ うと し

て い る の が ， 法理 的観点か ら見 た現状認識 で ある 。 こ の こ とは紅葉坂教会規則

（準則 ）第 3条 ， 第 4 条に照 ら して 強調 され ね ば な らない
。

＊ 紅葉坂教会 規則 （準則 ）第 3条 ， 第 4条

第 3条　こ の 教会 は 日本基督教団に 所属 し ， 日本基督教団信仰告白を

　　　告 白す る
。

第 4 条　こ の教会 は 日本 基督教団 の教憲 ， 教規 な らびに こ の 教会 規則

　　　の 定 め る と こ ろに 従 っ て教会 的機能 お よ び教務 をお こ な う 。
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2 ． 違法聖餐 をめ ぐる誤解に つ い て

上記 の 法理論 的観 点か ら， 次 の よ うな見解 を論破 して お きた い
。

　 〔誤解 その 1 〕　 教 会や 会議 を戒規 にか ける こ とがで きる とい う誤解

　未受洗 者陪餐 をす る よ うな教 会は戒規に か ける べ きで あ る
，

とい う主張が あ

る 。 また
， 教 憲 ・教 規違反 を許容する教区総会 を戒規 に か ける こ とが で きな い

の か ，
と質 問 され た こ とが あ る 。 教 会や 会議 を戒 規に か ける こ とは で きな い

，

か けて は な らない 事は 自明 な こ とで あ る 。

　法理的観点か ら言 えば
， 紅葉坂教会 を戒規 にかける こ とがで きない こ とは 明

白で ある 。 紅葉 坂教 会規 則 は，教 会の 門番 と して 第 3 条 ， 第 4 条， 第 8 条 を

定め る こ と に よ っ て
， 紅葉坂教 会 を教会破 壊者 た ちか ら護 っ て い る の で あ る 。

取 り扱 うべ き問題 は
， 違法行為 （違法聖餐）に よ っ て教会 の 霊 的並び に制度的

秩序 を破壊 し よう とす る違反者の 法的処置で ある 。 教 団議長が何 らか の 処置 を

執 るべ き理 由は
， 真正 な る 日本基督教団紅葉坂教会 を違法 者た ち の 教会破壊か

ら護 る責任が ある か らで あ る 。

　 〔誤解 その 2 〕　 未受洗者へ の 配餐 は禁 じ られ て い な い とい う誤解

　紅葉坂教 会は神奈川教区に あ る教会 で ある が ， 神奈川教区内の 24人の 牧師が

昨年 12月か ら 「か なが わ ・明 日の教 団 を考える 会」 とい う名称で 「教師退任勧

告」撤 回を求め る署名活動 を し
， 賛同 を求め る 文章 を各教会 に送 りつ けて い る 。

その 中 に次の よ うに 記 され て い る 。

　教規 に 未受洗者 へ の 配 餐 を禁 ずる明 文 は あ り ま せ ん
。 教規 第 6 章

（第134条〜 140条）に 「陪餐会 員」を 「信仰 を告白 して バ プ テ ス マ を

領 した者」と し， 未陪餐会 員 を 「まだ聖餐 に 陪 しえない 者」 と規 定 し

て い る とこ ろか ら， 「陪餐 」者 は バ プテ ス マ を領 した者 で ， 未受洗者

を除 くとい う推測 が成 り立 つ に 過 ぎま せ ん 。 明文の禁止規定 が ない 事

37

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

項に関 し
， そ れ へ の 違反 とい う容疑 を以 て教職身分の 剥奪に つ なが る

よ うな決議 を ， 常議員会 が僅差の 多数決 で お こ な っ て しま うこ とは越

権行為 で す。 未 受洗者 へ の 配餐 問題 は
、 粘 り強 い 対話 と学び を必要 と

して い ます。 現段 階で は お互 い が様 々 な立場 の 一
方で あ り ， 性急に 一

つ の答 えや結論 を引 き出すの で は な く， 対話 を続 け， お互 い が学び合

い
，

お 互い に 受 け とめ 合 う途上 に あ る こ と を認識す る こ とが 大切で す。

　引用 した 文章に問題点が よ く現れて い る 。 もともとこ こ で 問題 に な っ て い る

の は
， 合法 か違 法か とい う問題 で あ る 。 違 法で あ る な ら 「違法行為」が ， い つ

どの よ うに行 われ た か ， 違反者 は だれ か ， とい うこ とが 次の 問題 で あ る 。 「教

規 に 未受洗者 へ の 配餐 を禁ず る 明文 は あ りませ ん」 とい うこ とが 主張の 根拠の

よ うで ある が
， も と もと紅葉坂教 会が 総 会決議 に基 づ い て ，教 会規則第8条 を

「削 る 」規 則変更 を申 し立 て
， 教団議長の 同意を求め た 事が 事件の 発 端で あ る 。

当事者の 紅葉坂教 会にその よ うな意志や 教規 ・教会規則の 解釈が あっ た な らば
，

教 会規 則の 変更 を教 団議 長 に 求め る 必要 は ない こ とにな る 。 上 記の 署名呼び か

け者 た ちの 認識に は
， 紅葉坂教 会規則第 8 条が現在 も変更 され て お らず ， 紅葉

坂教会 に お い て 有効で あ る こ とに まで 認識が及んで い ない
。

　さ らに
， 次の よ うな主張が 出て くるの は

， 事柄が違法行為の 問題で あ る こ と

が 認識で きない た め で ある と思 わ れ る
。 引用 して み よう。

　未受洗者 へ の 配餐 問題 は
， 粘 り強い 対話 と学 び を必要 と して い ます 。

現段階 で は お互 い が様々 な立 場 の
一

方 で あ り
， 性急に 一

つ の 答 えや結

論 を引き出 すの で は な く， 対話 を続 け ，
お互 い が学び合い

，
お 互い に

受 け とめ 合 う途上 に あ る こ と を認識す る こ とが 大切 です。

　こ の 署名運動 は
， 文面 を丁寧に 分析する と未受洗者陪餐 に つ い て の 学 習の 呼

びか けが 内容 に な っ て い る 。 「学 習会」 は 自由で あ る か ら
， 真 摯 に教憲 ・教規

と教 会規則 （準則 ）に つ い て の 学 びが な され る事 を望 み た い
。
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　 〔誤解その 3〕　 問題は聖餐 に つ い ての 「思 想」で ある とす る誤解

　東京神学大学は西東京教 区内にあるが
， 西東京教区内の 事例 も挙げて み た い

。

2006年12月21 日付けで 教団教 師T 牧 師の 書い た文書 （以下 「T 文書」 と表記）

が あ る 。 丁教師が書 き， 西東京教区内の 12人の 牧師が賛同人 として名を連ねて

い る の で
，

西東京教 区内の 聖餐 を め ぐる問題状況 を反映 して い る 文書 と判断 し

て 取 り上 げて み る 。

　 「T 文書」 に 現 れ た考え方の 主 旨は次の よ うに 読み取 る こ とがで きる。 「聖

餐 に つ い て い ずれ か
一

つ の 立 場 を正 しい と して 他 を裁 い た り排 除 した りす る の

で は な く， 多様な意 見 を出 し合 っ て 議論 と理解 を深め る」 こ とが 重要で 「各個

教 会 に は選 択の 自由が無 い 」 と主 張すべ きで ない
，

とい うもの で あ る 。 T 牧 師

は西 東京教 区2007年 度定期総 会 にお い て も同様 の 主旨を繰 り返 し発 言 し て い

た 。

　問 題 点 を指摘 した い
。 すで に 〔誤解 そ の 1〕で 明 らか に した よ うに ， 違法聖

餐をめ ぐる 事件の 発 端 は
， 北村慈郎教師の 「思想」 に あ る の で は な い

。 「聖餐

に つ い て の 思想」が 問題で あ れば 「聖餐 に つ い て い ずれ か
一

つ の 立場 を正 しい

と して 他 を裁 い た り排除 し た りす る の で は な く， 多様 な意見 を出 し合 っ て 議論

と理 解 を深め る 」 こ とが 重要 で あ る と主 張す る こ とは 自由で あ る 。 しか し
，

「各個教 会 には選択 の 自由が ある 」 とい う教憲 ・教 規の 解釈 を根拠 に
， 「未受洗

者陪餐」 を 「実行」 す るの で あれ ば ， 「各個教 会に は選択 の 自由が ある」 とい

う法的根拠 を明示 しな けれ ば な らない
。

　 T 牧 師が主任担任教 師 と して在任 して い る 西東京教区○00 教 会の 教 会規則

の 整備状 況が 定 か で な い の で
， 教 会規則 （準則）を制定 して い る か

， 準則の 欠

缺状況 に あ るの か は わ か らな い が ，
い ず れ に せ よ教会規則 （準則）第 8 条が あ

る 限 り， 「各個 教会 に は選択の 自由があ る 」 と い う状況 は 存在 して い な い
。 各

個教 会 は準則第 8 条  「聖 餐に は バ プテ ス マ を受けた信徒が あずかる もの とす

る 」 とい う教 会規則 を持つ 自由 ， 持 たない 自由が あ るわ けで は ない
。

　　「T 文 書」が 書か れ た の が2006年12月で あ る の で
，
2007年10月の 北村慈 郎

教 師に 関す る常議 員会決議 を 「T 文書」は知 らない こ と に なる 。 しか し ， 紅葉
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坂教 会が 教会規則 （準則）の 変更承認 申請 を提 出す る こ とに よ っ て
， 「各個教

会 には 選択の 自由がある」 こ とにつ い て 教 団議長 に同意 を求め た こ とは
， 各個

教会の 選択 の 自由を主張する 「T 文 書」 とそ の 内容 にお い て
一

致 して い る
。

こ

れ に対 し
， 信仰職制委員会の 答申 「紅葉坂教会規則第 8条 （陪餐規定）削除 申

請 に対す る教団の 回答 （『教憲教規の 解釈 に 関す る先例 集』67−68頁）」が 出 さ

れ た の で あ る 。

　さ らに 「T 文書」 と 「総会 にお け る T 牧師の 発 言 内容」 に は
， 「準則 第8条」

の 存在 とい う法理 的観点が 欠落 して い るた め に
， 教規 の 「解釈」 と 「実行」 の

区別が 無視 され て い る 。 「未受洗者 陪餐 を是 とする思想 （解釈）」が 問題 なの で

は な く， 違法な解釈 を実行 に移 した 「違反行為」 と 「違反者」が 問題な の で あ

る 。 「教 師退任 勧告」 は 「違法聖 餐」 を実行 した 違反者北村 慈郎教 師に対 して

な され た決議 で あ る 。

3． 教憲 ・ 教規に対 す る違反 と違法行為に つ い て

　教 団 内で 「教 憲 ・教 規 の 解 釈」 と 「聖餐 礼典 の 実行 （執行 ）」 の 区別 が 曖昧

なた め に
， 混乱が 生 じて い る 。 法律に おい て は 「解釈」の 次元 と 「不法 ・違法」

の 次元 は 別 で ある 。 「不 法 ・違法」 とは
， 行 為あ るい は 状態が 法令 に 違反す る

こ とを言う。 た とえば 「未受洗者陪餐 を選択 す る 自由が各個教会 に あ る」 とい

う間違 っ た解釈 は 「不適 法」で ある 。 しか し ， 厂違法陪餐」 を実行 しない 限 り，

そ こ に 「違反状態」があ るわけで も， 「違反 者」が い る わけで もな い
。

　わ か りや すい 事例 を挙げて み よ う。 教 団総会 の 議場 で 「差 別思想 を持 つ 者は

断罪 され るべ きで あ る」 とい う発言 を耳 に した 。 も し 「思 想」が 断罪 され る 事

態が 生 まれ れ ば
， 「思想 の 自由」が 無 くな る の は 明 白で あ る 。 「差 別思想 」 と

「差別行為」は 区別 され ねば な らない
。

　教憲 ・教 規 にお け る 「解釈 と実行」の 課題が 教 団内で シ リア ス な課題 とな っ

た の は
，
1992年 5 月の 兵庫教区総 会議 案 9 号 「補教 師の 聖礼 典執行 に 関す る

件」が可決 され る とい う状況が 生 まれ た 時で あ る 。
こ の 状況 に対 して

，
日本基

督教団信仰 職制 委員会は
，
1993年 9 月22日付 けで 次 の よ うな見解 を発 表 して
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「日本基督教 団紅葉坂教会にお ける違 法 な聖礼典の 執行の 問題」 に つ い て

い る 。

1． 第22総会期信仰職制委員会 は ， 「補教師が聖礼典 を執行 す る こ と

は
， 教憲教規 に 照 ら して認め られ ない 」旨 ， 見解 を表明 した。

こ の

見解を当委員会 は確認 した 。

2 ．教憲 第 8 条 ， 教規第104条 は
， 未按手教師の 聖 礼典執行 を認め て

い ない
。 未按手教師の聖 礼典執行 は教憲 ・教規 を超 える もの で あ る

　に もか か わ らず ， 兵庫教区決議は 「超法規的判断」の 根拠 づ け ， す

　な わ ち 「法 解釈 に 関 す る 適正 手続 き （い わゆ る デ ュ
ー プロ セ ス ）」

　が示 され て い ない
。

こ の手続 き が な され ない 限 り ， 礼 典の 執行 は実

際に な され るべ きで ない 。

　上 記の 見解 は
，

い わ ゆ る 「兵庫教 区議案 9 号 決議」（1992 年 5 月開催の 兵庫

教区総会にお い て 「補教 師の 聖礼典執行 に関 して は その 教会の 決定 を尊重する 」

と した決議）が 可決 され た こ とに対 して 出 され た 日本基督教 団信仰職制委員会

の 見解で ある
。

こ こ で 法理 論的に重要 な の は
，

「補教 師が 聖礼 典 を執行す る こ

とは，教憲 ・教規 に照 らして 認め られ ない 」事 を確認 し ， 次 に 「超法規的判断」

に よ っ て 聖礼 典 の 執行が な され る場合 に は
， 実行に つ い て の 超法規的判断 の 根

拠づ けとな る 「法解釈 とそ の 適 正 手続 き （い わ ゆ る デ ュ
ー ・プロ セ ス due　pro −

cess　of　law）」が 明示 され なけれ ば
， 礼典 の 執行 は な され るべ きで な い 事 を確

認 して い る こ とで あ る 。

　こ こ に 示 され て い る事柄 は
， 教 憲 ・教規の 「解釈」 と 「実行」 の 間に 「法解

釈 に関す る 適正 手続 き」が無 けれ ば
， 実行 は で きな い とい うこ とで ある 。 こ の

考 え方 に従 え ば， 紅葉坂教 会が 「未受洗者配 餐」 を実行 す る前 に ， 教憲 ・教 規

の 関連条項 ， 紅葉坂教 会規則 の 条文 に 照 ら して
， 「法解釈の 適正手続 き　（い わ

ゆ る デ ュ
ー ・プ ロ セ ス ）」が 明示 され な けれ ば な らな い こ とに なる 。 北村慈郎

教 師が 常議員会で 明示 すべ き弁明は
， 教憲 ・教規 と紅葉坂教会規則 に つ い て の

「デ ュ
ー ・プ ロ セ ス 」 で あ っ て

， 神学 的知識 に つ い て の 断片 的学 習結果 の レ ポ
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一
トで は ない

。

4 ． 北村慈郎教師の 法解釈に つ い て　一 特に陪餐規定を め ぐっ て
一

　それ で は北村 慈郎教師の 弁論 内容 を検討 して み た い
。

　第35総会期第 2 回教 団常議員会 （2007年 7 月 9 日） に 北村慈郎教師が 配布

した発題資料 「聖 餐に つ い て」の 中に 次 の ような法解釈が提示 され て い る 。 北

村教師は 「紅 葉坂教会規則 第 8 条 （陪餐規 定 ）削 除 申請 に 対す る教 団の 回答

（『教 憲教規の 解釈 に関す る 先例 集』67−68頁 ）」 に 示 され た解釈 は正 しい とは

言 えない とい う疑 問の 根拠 を
， 以下 の よ うに提出す る 。 引用 して み よ う。

（i） 唯一 陪餐規定が 記 され てい る準則 で あ る （紅葉坂）教会規則 第8条削

　除 は
， 教憲第 7 条に 基づ く決定であ る こ と。

（2） 陪餐規定 は教規第86条 に お け る教会 規則 に規定 しな けれ ばな らな い

　事項に は ない こ と。

〔3） 教憲教規 その もの に と っ て耒受洗者陪餐 は想定外 で あ る こ と。 想 定外

　で あ る未受洗者陪餐 に つ い て教憲教規 が規定 して い る とは思 えない
。 信

　仰職制委員会の 答申はすべ て教憲教規に お ける間接的根拠 を述 べ て い る

　 に す ぎな い 。

（4） 教団信仰告 白 厂旧新約聖書 は
， 教会の 拠 るべ き唯

一
の 正 典 な り 。 され

　ば聖 書 は … …信 仰 と生 活 との 誤 りな き規 範 な り」 とい う条項 に よれ ば ，

　日本基督教団 は 教憲教規 に まさ っ て聖書 を拠 と して い る教会で あ る 。 そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あ ら　い ささ ぐ

　の 聖書 その もの に お い て荒井献 氏に よ れ ば， 未受洗者 に 開か れ た聖餐 も ，

　閉 じ られ た聖餐 もあ りえ る とい うの で あ るか ら
， 未 受洗者の 陪餐 を教憲

　教規違反 だ か らと い っ て切 り捨て る こ とは
， 教団信仰告 白 を重 ん じる者

　に は あ り得ない 事 で はない か 。 い ずれ に せ よ ， 聖餐に 関す る 問題 は ， 規

　則 で 云々 するべ き事柄 で はな い 。

以 上 が 北村教 師の 発題 に お い て ， 教憲 ・教規 と紅 葉坂 教 会規則 に 関 す る解釈
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「日本基督教 団紅 葉坂教会にお ける違法な聖礼典の 執行の 問題」 に つ い て

を述べ た部分で あ る 。 以 下 に ， その 問題点 を明 らか に して み た い
。

　北 村慈郎教師の 解釈 （以 下 「北村解釈」 と表記）は
，

上 記 （1）に お い て
，

教団所属教会 の 準則第 8 条は
， 教憲第 7 条に 基 づ い て 削除す る こ とが で きる

と言う。 教憲第 7 条は次の とお りで ある 。

＊ 教憲　第 7 条

　　本教団 の所 属教会 は
， 本教団 の信仰告白を奉 じる者の 団体 で あ っ

　て ， 教会総会 を も っ て その 最高の 政治機関とする 。

　　教会の 教会的機能 お よび 教務 は教会総会の決議 な らび に 教憲 お よ

　び教規の 定め る とこ ろに したが っ て教会総会議長が こ れ を総括す る
。

　　教会総会 の 議長 は 教会担任教師が こ れ に あた る 。

　北村解釈 に よれ ば ， 準則第 8 条 （陪餐規定 ）は
，

「総会の 決議 な らび に教 憲

お よ び教 規 の 定め る とこ ろ に し たが っ て 」 削除する こ とが可 能で あ る と言 う。

教憲第 7 条の 文言 は 「総会 の 決議 な らび に教 憲 お よび教 規 の 定め る とこ ろ に し

た が っ て 」 とな っ て お り， 「総 会の 決議 ま た は教 憲お よ び教 規の 定め る と こ ろ

に 従 っ て 」 とは な っ て い ない
。 法律用語で は 英語の and を表現す る 「な らび

に
，

お よび 」の 使 用法 が厳 密 に 決め られ て い る 。 英語の or に あ た る 「また は
，

若 し くは 」に つ い て も同様で あ る 。

　北 村解釈で は
， 準則第 8 条の 削除は ， 総会の 決議 な らび に （and ）教憲お よ

び教規 の 定め に照 ら して 可能 で あ る と言う 。 こ こ で 二 つ の 問題が 起 こ る 。 第
一

は ， 準則第 8 条 の 削除 を議決 した 「総会決議」は有効で ある か 。 第二 は
，

教 憲

お よび教規 に 照 ら して
， 準則第 8 条 を削除す る こ とが で きる か

，
と い う教憲第

7 条 にか か わ る 判 断で ある 。

　教憲 ・教規 の 定 め をめ ぐっ て 北村解釈は
， 「（2）陪餐規 定は 教規第86条に お

ける教 会規則 に規 定 しな け れ ば な ら ない 事項 に は ない 」 と主張す る 。 は た して

そ うで あ ろ うか 。 教規第86条は 次の とお りで あ る。
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＊教規　第86条

教会規則に は次の 事項 を規定 しな けれ ばな らない
。

（1）名称

（2）所在地

（3）礼拝， 伝道その 他 集会 に関す る事項

（4）教会担任教 師 に 関す る事項

（5）キ リス ト教教育主事に 関す る事項

〔6）信徒 に 関する事項

（7）役員に 関 する事項

（8）財産 の 管理 お よび財務 に 関する事項

（9）公益事業に 関す る事項

（10）合併お よび解散 に 関 す る 事項

→ 教会規則第1条

→

→

→

→

→

→

→

→

→

第2条

第3 〜 4条

第13 〜 19条，49条

第20〜 24条

第5 〜 12条，48条

第33 〜 41条

第42 〜 46条

第47条

第50条

　左が教規 の 項 目で あり， 右に記 した の が 教 会規 則 （準則）の 関 連条項 で あ る 。

　教会規則 （準則）の 構成は
， 第 1 章 総則， 第 2 章 信徒 ， 第 3 章 担任教 師 ，

第 4 章 キ リス ト教教育 主事 ， 第 5 章 教会総会， 第 6 章 役員 会 ， 第 7 章 財務 ，

第 8 章 公益事業 ， 第 9 章 補則 ，
と な っ て い る 。

こ の 章立 て は
， 準則の 形式が

礼拝規定 （礼拝指針） を内包す る 構造 で は な く
， 教 会組織 を定め る 構造 に な っ

て い る こ とを示 して い る 。

　聖 餐 礼 典 の 執行 ， 並 び に 執 行者 に 関 して は ， 教 憲 第 8 条 ， 教 規 第104条 ，

102条 （1）， その 他 の 関連 条文 な ど
， 教憲 お よ び教 規 に 規 定さ れ て い る

。 教規

に お い て は
，

だれ が 聖餐礼 典を執 行す る の か （執行者），
ま た どの よ うな手続

きを経て 執行 され るかの 筋道が 明確で ある 。

一
方教 会規則 （準則 ） に お い て は

，

「だれ が 聖 餐に あ ず か る の か」 を明確 に す る こ とが 規則 の 目的 と な っ て い る 。

教 団 の 法制度が
， 信仰告 白 ， 教憲

， 教規 ， そ して 各個教会規則 （準則） とい う

法の 存在形式を取 っ て い る こ とは偶然で は ない
。 そ の こ とは 「教規 の 信徒規 定

（第134 〜 140条）」 と 「個教 会規則 （準則）の 信徒 規定 （第 5 〜12条）」 を比較

　 44

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

「日本基督教団紅葉坂教会にお ける違法 な聖礼 典の 執行 の 問題」につ い て

検討す る な らば明 らか とな る 。

　準則第 8条は
， その 条文の 言葉 「聖餐 に はバ プテ ス マ を受け た信徒 があず か

る もの とする」に ある よ うに
，

まさに陪餐者を規定する条文なの で ある 。

　 こ の よ うに 法の 存在形 式に お い て
， 教規第86条 と教 会規則 （準 則）は 密接

な関係 に あり， 「全体教会の 教 会規則 として の教規」 と 「個教会の 教 会規則 と

して の教 会規則 （準則）」の 両方が必 要で あ る こ とが 日本基督教団の 法制度で

あ り， 「教憲 ・教規お よ び諸規則」の 法秩序 なの で あ る 。 北村解釈 は こ れを理

解 してい ない Q

　北村解釈の （3）につ い て は
， 上記 に 述べ た こ とか らす で に論破 して い る こ

とは 明瞭 で あろ う。 北村解釈は 「（3）教憲教規 その もの に と っ て 未受洗者 陪餐

は想 定外 で あ る」 と主張す るが ， 「想 定外」の 法 的成立 根拠が ひ と言 も述 べ ら

れ て い ない
。 「教 憲 ・教規 の 想定外」 につ い て 主張す る場合 に は

，
現行 法 の 領

域 を どの よ うに超 えて い る か 「超法規的解釈の 成立根拠 （デ ュ
ー ・プ ロ セ ス ）」

の 明示が 要求 され る 。 「想定外」 とか 「間接 的根拠 」 とか ， お よそ 法律解釈 と

な じ まない 表現 は
， 教 憲 な らび に教規に 由来する の で な く

，
北村氏の ユ ニ ー ク

な個 人的思想 に 由来す るの で はない で あろ うか。

　こ の こ とが ス トレ ー
トに 表現 され る の は （4）で あ る 。 教 団信仰告 白 に あ る

聖 書原理 を主張する こ とに よ っ て ， 教 憲 ・教 規 に まさ っ て 聖 書学 に お ける学説

が 尊重 され る べ きで ある とする主張 は
， 「い ず れ に せ よ ， 聖 餐 に関す る 問題は

，

規則で 云 々 す るべ き事柄で は ない 」 と結論づ け られ る 。 こ こ まで 至 る と，北村

解釈 に 現 れ た思 想 の 稚 拙 さ と論理 の 混乱ぶ りは
，

こ とさ ら取 り上 げて 矛盾や 教

義学 的思 考の 欠落 を指摘 す る まで もな く明 白で あ る 。

5 ． 教師の 「退任」に つ い て

　前項 で 「教 憲 ・教規 お よ び諸規 則」 の 法秩序 に つ い て 述 べ たが ，
こ の 法秩序

が 無視 され て い る た め に生 じて い る誤解 の 典型 例 を取 り上 げて み たい
。
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　 〔誤 解 その 4〕　 教 団が教 師退任 を求め る こ とは で きない とい う誤解
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 うしろ く　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よ し　や

　教団ジ ャ
ー

ナ ル 厂風 」21号 （2007年10月24 日発 行 ， 発行 人
， 後宮敬 爾） に

，

北村慈郎氏 へ の 「教 師退 任勧告」議 案 に憂慮 を覚える有志 の 会 （呼 びか け人は

10人 の 教 団教 師）に よ る
， 教 団議 長 と常議員会へ の 要望 書 （2007 年10月20日

付 け）が掲載されて い る 。 4 項 目か ら成 る文書で あ る 。 こ こ で 教 憲 ・教規の 解

釈 に か か わ る 第3項 を取 り上 げて み た い 。 そ の 理 由 は
，

全 体教 会 と して の 教団

と各個教会の 意志 決定 の 関連 が 問題に な っ て い る か らで ある 。
こ の 問題 の 部分

を引用 して み よ う。

3． 「教 師退任 」 を求 め る こ の 度 の 議案 は ， 教会の 自主性 をも著 し く

侵害す る もの で す。 本教団 は
， 教師の就任に つ い て招聘 制 をと っ て い

ま す。 で すか ら 「教会担任教 師」の 「就任」は各個教会 の 決定事項 で

あ り ， 「辞任」 も同様 で あ り ます （い ずれ も教 区総会の 承認 は必要）。

こ の こ とは教師 と教会 ・ 信徒 と は 相互 契約 で あ る こ と を意味 しま す 。

その相互 契約に 教団機関が教会 ・信徒 の 意思 を無視 して介 入 する とい

う こ とは ， い か なる もの で あ っ て も許 される もの で は あ りませ ん
。 当

該教会の信徒へ 与える影響 を考 えるべ きで す 。

　上記の 文章 に は
，

い くつ もの 問題が ある
。 教師の 就任が相 互 契約 とい う主張

は 「教規」が ほ とん ど読 まれ て い な い し
， そ もそ も 「相互 契約」 とい う主張は

，

教会法 と して の 「日本基督教 団 の教 憲 ・教 規」 と矛 盾す る こ とに 気づ い て い な

い
。 仮 に 教師の 就任に 関 し 「契約 の 思 想」 を導入 して 法解釈 を加える の で あれ

ば
， その 「契約」 は 「神関係の 次元 を欠い て い ない 契約 covenant 」 を基本 的

に 考えるべ きで あろ う。 そ の 場合 「契約 の 主 体」は 誰で ある か教 会法的 に は極

め て 重要 な主題 で あ る 。 た とえ ば上記 に引用 した 文 中に
， 「教 師の 就任 ・辞任」

が各個教会 の 決 定事項 で あ り，
こ の こ とは 「教 師 と教 会 ・信 徒 とは 相互 契約 で

あ る こ とを 意味 し ます」 とい う部分 が あ る
。

こ の 文章 の 表 記 で は
， あ た か も
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「教師」 と 「教会 ・信徒」が相互契約 を結ぶ こ とが 可能で あ る か の よ うに 読 め

る。 相互 契約を結ぶ
一

方の 主体 を 「教会 ・信徒」と表記 して い る
。

こ の 表記は

意味不明で ある
。 「教会 ＝ 信徒」 と読むな らば教 憲第 7 条 ， 教規第94条 ，

106条 ，

教会規則 （準則 ）第25条 ，
26条 に違反す る。 個教会の 教 師の 招聘主 体 は

， 「教

会」 （準則 第13条 ）で ある
。 「信徒の 集団」が教 師を招聘 す る とい う考 え方は 教

憲 ・教規に は ない
。 教会総会は教師を排除 した信徒会議 で は な く， 担任教 師と

現住陪餐会員 に よ っ て 構成され るか らで あ る 。 こ の こ とは教憲 第 7 条 ， 教規第

94条に 明々 白々 で ある 。 上 記に 引用 した文章は
， 招 聘制度を教師と信徒集団の

相互 契約の よ うに 考 えて い る の か も しれ ない 。 教 師の 就 任 ・退 任 に か か わ る

「契約」 は
， 神 の 前 の 誓約 に よ る と想定 して お り （準則 第 15 条），

し た が っ て

「聖 約」 とで も表記すべ き covenant を意味 して い る （参考 ：教 団式文 に お ける

就任 式の 誓約）。 引用 した文章 に お い て は 「契約」 は
， 教 師 と信徒が 「相互 に

遵守すべ き項 目を列挙 した契約 contract 」 をか わ し ， 「相 互の 合意 agreement 」

に よ っ て招聘が な され る こ とで あ る と考 え られ て い る と思 われ る 。 招聘制に つ

い て の 教規の 理解が 欠けて い る こ とは疑い もな く明 瞭で あ る。
この よ うな解釈

の 矛 盾を挙 げ て 論破す る こ とは
，

い と も容 易で あ り関連 条文 を指摘 す る だ け で

十分なほ どで ある 。

　こ こ で 取 り上 げたい 課題は
，

こ の よ うな教規の 不理解が生 じる原 因 とそ こ に

ある 「教 憲 ・教規」観で ある 。 教憲 な らび に教 規 に つ い て の 基本 的理解 が不十

分で あ る こ とが
， 間違 っ た判断 を生 み 出 して い るか らで ある。

　引用 した文章は ， 明 らか に 「教師退 任」 と 「教 師の 辞任 」 を混同 して い る 。

「教 師退任」 とは
， 教憲 9 条 ， 教規第123〜133条 に 規定 され て い る 日本基 督教

団の 教 師の 「退任」で あ っ て
， 該当する条文は 第129条で あ る 。

＊ 教 規　第 129条

教 師が退任 しよ うとする とき は ， その理 由 を具 し ， 任地の教 区総会

議長 を経 て ， 教団総会議長に 願い い で ， その 承認 を受けな けれ ばな

　 らない 。
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　一
方 ， 個教会の 担任教師が 「辞任」す る条文は教規第108 条 ， 準則第16条で

あ る 。

＊教会規則 （準則）第16条

　担任教 師が 辞任 しよ うとす る とき は ， 教会総会 の 議決 を経 て辞任 す

　る 。

＊ 教規　第108条

教会担 任教師が辞任 しよ う とす る ときは
， 教会 総会 の 議決 を経 て ，

教 区総会議長に 申請 し， その 承認 を受 けな けれ ばな らない 。

　要望書 の 文章で は ， 「退任」 と 「辞任 」が 区別 され て い な い
。 要望 書 は ， 教

師の 「就任 ， 辞任」は 各個教会の 自主性の も とに成 り立 ち ，
こ の 「相互 契約」

に教 団機関が 介入 す る こ とは い か なる もの で あ っ て も許 さ れ な い
，

と 言う。
こ

こ で の 基本的主張 は
， 個 教会 の 自治 （「教 会 の 自主性」 と表記） にあ る 。 しか

し
， 「教 師退任勧告」 は

， 教規 第129条 に した が っ て
， 教 区 ・教 団の 名 簿 に 登

録 され て い る教師に 「教 団の 教 師」 を退任する よ うに勧告 して い る の で あ る 。

そ れ に もか か わ らず ， 要望書で は 「教 団の 教 師の 退 任」 ＝ 「個教 会の 担任教 師

辞任」 と理解 して い る た め
， 教 師 を規定 した教規 の 条項は 位 置を失 っ て し ま っ

て い る 。 「全 体教会 と して の 教 団」 を規定 した 「教規の 条項」 を無視 した 形で
，

各個教会の 自治 を強調す る こ とに な っ て い る 。

　こ こ で 問題 に な る の は
， 「各個教 会の 自治（自主性 ）とは何 か」 とい う課題で

あ る。 各個教 会の 自治は 「教 会規則」に よ っ て 成 り立 つ の で あ る 。 自治は 「法

の 支配 （Rllle　of　Law ）」 に よ っ て 成立 す るの で あ っ て ，
い か なる 意味で も法 を

排除する人間や 人 間集団に よ っ て 成 り立 つ の で は ない
。 紅葉坂教会 の 聖礼典 に

かか わ る教 会自治は
， 準則 8 条 に よ っ て 護 られ て い る の で あ る 。 北村教 師の

「違法 聖餐」 は
， 紅葉坂 教 会 の 神の 前 で 護 られ る べ き教会自治 を破壊す る行為

で あ り
，

こ れ に対 して 紅葉坂教会 の 神 の 前 で の 自主 性 は ，紅葉坂教 会規 則 に よ
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っ て 護られね ばな らない
。

終わ り に

　教憲 な らび に教 規 さらに所属教会規則の い ずれ に も違反する違法 な聖 餐礼

典が教 団所属教会に おい て 執行 され た場合 ， なん らかの 法的措置 をと るべ きこ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や ま きた の ぶ ひさ

とは
， 教憲第 5 条 に従 っ て 教団議長の 責任で ある 。 今 回 ， 山北宣久教 団議 長は

教規第39条に した が っ て 常議員会に発議 し
， 教 団常議 員会 は正規 の 議題 と して

諮 り， 違法行為 を公言 ， 実行 して い る 北村慈郎教 師 に対 し教規 第129条 に した

が っ て 自発 的 に 「退任」す る こ とを勧告 した こ と は 「教 憲 ・教 規 お よ び 諸規則」

に 照 ら して 適切 な法的処置で ある 。 教規第39条の どの 項 目に した が っ て 「議長

総括j 行為 （教憲第 7 条） を進め る の か は
， 議 長裁量 に よ る こ とに な る 。 第

39条 （1） に よ っ て 教師委員会 に 教規第141、 142条 「戒 規」の 適用 を発議 す る

こ と も ， 第39条 （2）に よ っ て 教 区総会議 長 を招 集 し協議 す る こ と もで きる 。

どの よ うな規則の 運 用をするか は議長の 裁量権 に属 して い る 。 今回 ， 山北議長

の と っ た総括行為 とは異 な る別 の 可能性 も教規 の 運 用 と して は あ り得 る 。 しか

し， 別の 可能性 をあげて議長行為 を違法で ある と非難iする こ とは で きない
。 教

規の 条文構成 か らみ て も第39条 （1）は ， 通常の 教会的機能お よび教務 を想定

した項 目で あ り，
と くに 第39条 （1） に つ い て は 信 仰職制委員会に 総幹事か ら

諮問 させ
， その 答申を受け ， すで に2002年 1 月に公表 し

， すで に 5 年以 上 経

て い る経 緯 を考えれ ば ， 同 じ第39条 （1）に よ っ て 教師委員会 に 戒規の 適用を

発議す る筋道が 適 当で あ る とい う判断 もお お い にあ り得 る と言える 。 そ の 意味

で は教 団常議 員 会が
， 北村教 師の 自発 的意志決定に期待 して 教規第129条適用

を決議 した こ とは 賢明 な法 的措 置で ある と言 え よ う。 「教師退任勧告」 に もか

か わ らず北村 慈郎 教 師が 「違 法聖 餐」 を実行 し続 ける事態 に な れ ば，教 規 第

141
，
142条に 照 ら して 「戒規」の 発議 をす る こ とに なる で あろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 （や まぐち　たかや す）
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